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八
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一
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九
五
二

－

四
一

－

七
五
五
〇

オ
ラ
ン
ダ
国
王
ヴ
ィ
レ
ム
２
世
が
幕
府
に
開
国
を
勧
め
る
親
書
を
も
た
ら
し
た
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）、
鍋
島
直
正
（
閑
叟
）
は
漢
詩
の
冒
頭
に
「
古
え
よ
り
和
親
は
多
く
国
を
誤
る
」
と

記
し
た
。
閑
叟
自
ら
が
こ
の
詩
を
揮
毫
し
た
掛
軸
が
こ
の
ほ
ど
発
見
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

書
は
作
詩
の
時
期
か
ら
二
十
年
も
の
ち
の
筆
跡
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
時
を
隔
て
て

再
び
閑
叟
の
脳
裏
に
こ
の
詩
が
想
起
さ
れ
た
の
か
？
　
寒
夜
灯
火
の
も
と
、
孤
独
に
対
外
関
係
を

憂
慮
す
る
閑
叟
の
姿
を
追
う
。


